
	

	

はじめに（平成２７年１２月一般質問）  

 

	 去る平成 27年 12月 11日、一般質問最終日に、一般質問を行いました。 
順次詳細を掲載してまいります。	

＜はじめに＞ 

皆様こんにちは。 
自由民主党の藤井律子でございます。12月議会の最後の質問者として立たせていただきます。
どうぞよろしくお願いいたします。 

山口県においては昭和 60年の 160万人をピークに、以後、人口減少が続いており、その
対策が論じ始められて、既に 20数年の時が経ちました。 
県では、現在、「社会減」「自然減」の両面から人口減少対策に全力で取り組んできておられ

ますし、若い世代が安心して、結婚、妊娠、出産、子育てをすることができるよう「やまぐち

子育て連盟」を中心に、社会全体で、子供や子育て家庭を支える取り組みを推進してお

られます。 
また、安倍総理は、女性の活躍を提唱され、「すべての女性が輝く社会づくり」を最重要課

題の一つとして取り組んでおられます。 

そこで今日は、私自身、かつて看護師として勤務をしましたし、3人の子育てもしていま
すので、そうした経験を踏まえながら、活躍する女性にエールを送ると共に、子供たちの笑

い声が響き渡る明るい県づくりを目指して、女性と子供に特化した質問をさせていただき

たいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

	


